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答

弁

第

三
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衆
議
院
議
員
三
野
優
美
君
提
出
瀬
戸
大
橋
の
管
理
運
営
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
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三 

 
衆
議
院
議
員
三
野
優
美
君
提
出
瀬
戸
大
橋
の
管
理
運
営
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
の

1
に
つ
い
て 

本
州
四
国
連
絡
橋
（
児
島
・
坂
出
ル
ー
ト
）
に
つ
い
て
は
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
（
以
下
「
公
団
」
と
い
う
。
）

が
昭
和
五
十
三
年
五
月
に
本
州
四
国
連
絡
橋
（
児
島
・
坂
出
ル
ー
ト
）
環
境
影
響
評
価
書
（
以
下
「
評
価
書
」
と
い

う
。
）
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
評
価
書
に
お
い
て
は
、
近
傍
に
お
け
る
既
設
鉄
道
（
在
来
線
規
格
）
の
騒

音
レ
ベ
ル
を
勘
案
し
、
音
源
対
策
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
達
成
す
べ
き
環
境
保
全
目
標
と
し
て
つ
り
橋
等
長
大

橋
り
よ
う
区
間
に
お
い
て
は
八
十
五
ホ
ン
、
そ
の
他
の
区
間
に
お
い
て
は
八
十
ホ
ン
の
騒
音
レ
ベ
ル
を
定
め
、

さ
ら
に
、
開
業
時
ま
で
に
こ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
五
ホ
ン
程
度
軽
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
公
団
に
お
い
て
努

力
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

新
幹
線
鉄
道
に
つ
い
て
は
、
新
幹
線
鉄
道
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
に
つ
い
て
（
昭
和
五
十
年
環
境
庁
告
示
第 



一
の

4
に
つ
い
て 

一
の

3
に
つ
い
て 

一
の

2
に
つ
い
て 

四
十
六
号
）
に
よ
り
、
昭
和
五
十
年
七
月
に
新
幹
線
鉄
道
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
が
告
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
環
境
基
準
値
は
、
音
源
対
策
の
ほ
か
に
総
合
的
な
施
策
を
講
じ
て
達
成
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
基
準
値
と

し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
前
述
の
評
価
書
に
お
け
る
数
値
と
は
性
格
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。 

長
大
な
つ
り
橋
等
の
大
規
模
な
橋
り
よ
う
に
あ
つ
て
は
、
自
重
を
軽
減
す
る
た
め
に
材
料
と
し
て
鋼
材
を
使

用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
耐
風
安
定
性
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
一
般
に
音
源
対
策
は
か
な
り

制
約
さ
れ
る
と
考
え
る
。 

平
均
値
を
用
い
て
鉄
道
騒
音
を
評
価
す
る
方
法
は
、
従
来
か
ら
採
用
さ
れ
て
き
て
お
り
、
公
団
が
用
い
た
評

価
方
法
は
不
適
切
な
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

四 

 



一
の

6
に
つ
い
て 

一
の

5
に
つ
い
て 

公
団
で
は
、
下
津
井
瀬
戸
大
橋
、
櫃
石
島
橋
、
岩
黒
島
橋
及
び
北
備
讃
瀬
戸
大
橋
に
お
い
て
、
新
吸
音
材
の

取
付
け
等
の
防
音
工
事
を
施
工
中
で
あ
り
、
完
成
予
定
時
期
は
下
津
井
瀬
戸
大
橋
に
つ
い
て
は
昭
和
六
十
三
年

九
月
、
そ
の
他
の
橋
り
よ
う
に
つ
い
て
は
同
年
十
月
で
あ
る
が
、
大
規
模
な
橋
り
よ
う
に
お
け
る
か
か
る
防
音

工
事
は
前
例
の
な
い
騒
音
対
策
で
あ
る
た
め
、
当
該
工
事
に
よ
る
騒
音
低
下
予
想
数
値
を
明
示
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

騒
音
対
策
と
し
て
列
車
の
減
速
運
転
及
び
そ
れ
に
伴
う
ダ
イ
ヤ
改
正
を
行
う
こ
と
は
、
大
量
高
速
交
通
機
関

と
し
て
の
鉄
道
の
役
割
を
損
な
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
基
本
的
に
は
、
列
車
の
円
滑
な
運
行
を
保
ち
つ
つ
、
騒

音
対
策
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

騒
音
対
策
を
進
め
る
上
で
音
源
対
策
が
最
も
基
本
的
な
施
策
で
あ
る
の
で
、
引
き
続
き
技
術
開
発
を
進
め
、 

五 

 



 

六 

そ
の
成
果
を
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
音
源
対
策
を
推
進
す
る
よ
う
公
団
等
に
対
し
指
導
し
て
い
き
た

い
と
考
え
る
が
、
当
面
実
施
可
能
な
音
源
対
策
を
講
じ
て
も
努
力
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に 

は
、
政
府
と
し
て
も
更
に
適
切
に
公
団
等
を
指
導
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

瀬
戸
中
央
自
動
車
道
の
料
金
は
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
及
び
道
路
整
備
特

別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
料
金
体
系
の
見
直

し
は
考
え
て
い
な
い
。 




